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[1]は じめに

鎖国体制か ら開国へ、すなわち明治をむかえると、我が国の近代化は急激に進みだす。その

結果欧米の文化や物質は、貿易や政治の中枢である港湾や都市域から押 し寄せてきたが、一方

地方の農山漁村である田舎か らは、逆に発展する先進国へ と、多くの出稼 ぎ者や移民達を労働

者 として送 り出すことになった。

初期は、ハワイでのサ トウキビ栽培が中心であったが、徐々にアメリカ大陸の太平洋沿岸へ

の農業 ・漁業移民が増加 していく。特に、ハワイが1898(明 治31)年 アメリカ合衆国の1州 へ

と昇格 したのを機に、ハワイか らの転住者 も多 く加わった。そのうちの一部には、さらに広大

なUSAの 内陸部へ と向かった移民達 もいた。

その中に、明治期の末すでに日本人の集団としてまとまり、日本語新聞や仏教会をもつ 「日

本人達の街」を形成 した特異なところがある。そこは、USAで も 「モルモン教団(末 日聖徒

イエスキリス ト教会)が 造 りあげてきた異質な性格 をもつ州 と都市」として知られ、近 くに

銅 ・銀 ・石炭などの鉱山も多いユタUtah州 のソル トレークSaltLake市 の0角 である。

筆者は上記の歴史にかかわる研究 とは関係なく、20年 前に自身のライフワークである自然地

理学 ・地形学のフィール ドとしてロッキー山脈フロントのこの地を選定し、ユタ州立大学へ留

学 した。その後 も、ほぼ毎年訪ねており、日系人のことやモルモン都市の歴史さらにはそれら

の性格を反映する地理的地域を訪ねながら現状を考えてみることが、いつのまにかサイドワー

クになってしまった。

ソル トレークの 「日本人街JapaneseTown」 は、大正時代を経て昭和初期に最盛期に至る
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が、その後は様々な変転をたどり、第2次 大戦後ソル トレーク市域の拡大発展に飲み込まれて

解体消滅 した(写 真B-3)。 その結果 日系人達の大 きな核は失ったが、その後の彼等の展開

をじっくりとたどれば、今でも子孫達の面影をのぞ くことはできる。ただし初期移民からすで

に100年 を越 し、3～4世 の世代に入ってお り、ほぼUSA社 会へと同化し終えつつある状況で

ある。

そこで本論では、長い歴史の中の一時とはいえ、USA大 陸の内陸部に生 じた 「日本人街」

の誕生から、その盛衰そして現状をユタ大学や現地で得た資料に合わせ、留学以来家族同様に

接してもらってきた広島県と静岡県出身の初期移民か ら続 く2家 族がたどってこられた家族史

を体験を通した具体的な例としてふまえ、モノグラフ的に報告するものである。

[皿]移 民の時期と社会背景 日本一 ハ ワイ ・アメ リカ

A.日 本側の状況一そしてハワイへ

我が国からの最初の集団的出稼ぎ移住者 ・移民として良 く知 られるのは 「明治元(1868)年

組」と称されるハワイ王国へのサ トウキビ栽培労働者で、149名 が渡航 したのがスター トであっ

た。その後もハワイへの出稼ぎは続いた。

明治初期の日本経済はデフレ続きで、農産物の価格が低落 し、農村は著 しい不況に見舞われ

ていた。その上、天候異変が続き、特に明治16年 には旱越、17年 には西日本が暴風雨により不

作となる。このため自作農は没落し、小作農が増加。さらに生活困窮者が急増 したため、過剰

労働者を新 しい労働市場へ と流動させる方策として、北海道への開拓民やハワイ移民がつのら

れた。このため、明治18(1885)年 には、ハワイへの 「官約移民」の第1回 目の渡航が開始さ

れる。

当時ハワイ王国では、砂糖市場が好況で、1888(明

治21)年 から1891年 にかけてサ トウキビ農園労働者の

需要が急増 していた。この時、本論の事例地域として

後記する静岡県の三保から最初のハワイ移民 として川口

源吉が出ている。その後官約移民は、9年 間26回 に渡り

続け られ累計移民数は11,000人ほ どにお よび、明治27

(1894)年 に終了する。その後、ハワイへは全て自由

移民となる。1898(明 治31)年 には、ハ ワイがアメリ

カ合衆国に合併する。それに伴って、ハワイへ移住 し

ていた日本人移民 も、さらなる新天地を求めアメリカ

の太平洋沿岸へと再移住する者が多 く出た。

ハワイに関する研究は多い。 しかし本論では直接かか

わ らないため、近年まとめられた飯田耕二郎(2003)

をあげてお くことにとどめる。
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図1.ユ タ州 ソル トレー ク市 の 位 置

Figl.TheLocationofSaltLakeCity,Utah

太 平 洋 沿岸 に 位 置 す るW・0・C・Aの4州 に

居 住 して い た 日系 人 は 、 第2次 大 戦 時 全 て

各 地 の 施 設 に収 容 さ れ た。
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B.ア メ リ力 大 陸 側 の 状 況 表1.移 民数の全国的位置

西 部へ 西 部 へ と向か って きG「aphl.ThePeriodoflmmigrationandBioflmmigrantsbyPrefecture「thplace

た ゴ ー ル ドラ ッ シ ュ も カ リ

フ ォル ニ アに至 り、1852年 頃

には そ の 頂 点 に 達 して い た 。

その 後 は 、大 陸横 断鉄 道 の 敷

設 が大 西 洋 ・太平 洋 の 両 側 か

ら進 め られ 、1869(明 治2)年

に ユ タ州 で 結 節 、 完 成 した 。

この 横 断鉄 道 敷 設 の ため の

大 量 の 労働 力 と して使 用 され

てい た のが低 賃 金 で 良 く働 く

集 団 と しての 中 国 人達 で あ っ

た。 ところが その 東 洋 人 的 な

性 格 が 、 ヨー ロ ッパ か らの移

民 労 働 者達 と同化 で きず 、 排

斥 の 対称 となっ て し まう。 そ

して、 つ い に1880年 に は 「中

国人 移 民 取 締 条 約 」 が で き、

1882年 には 「 外務省通商局編 『旅券下付数及移民統計』(大正10年中 国 人移 民 入 国 拓務省拓務局編r海外移住統計』(昭和g年2月 刊)。)・

外交史料館蔵 「日本人民布畦国へ出稼一一件」(出稼人名簿ノ部)。禁
止 法」 が成 立 した。 しか し

鉄 道 敷 設 は、 各 州 へ 向 け て の 支 線 工 事 が 進 め られ て い く時 期 へ と移 っ て い く。 そ の た め に は、

排 斥 され た 中 国 人 労 働 者 の 穴埋 め が 必 要 で あ り、 そ こへ 入 り込 み 出 した のが 日本 人 で あ っ た。

明治18～27年(官 約移民) 明治32年 ～昭和7年

順位障 府県名 陳 計/`全 国比
一一一 一一鳴_

順位障 府県名隣 卜人数 1全国比
人 %O 人 %

1 広 島 11,122 38.2 1 広 島 92,716 ・.

2 山 口 10,424 35.8 2 熊 本 61,400 11.1

3 熊 本 4,247 14.6 3 沖 縄 55,706 10.1

4 福 岡 2,180 7.5 4 福 岡 44,793 8.1

s 新 潟 514 1.8 S 山 口 42,842 7.8

6 神奈川 226 o.s 6 和歌山 28,026 5.1

7 千 葉 85 0.3 7 福 島 19,921 .3.6

8 滋 賀 51 0.3 8 岡 山 19,728 3.6

9 岡 山 62 o.z 9 長 崎 17,329 3.1

IQ 和歌山 55 o.z 10 北海道 15,983 2.9

11 石 川 ?g 0.1 11 新 潟 14,393 2.6

12 鹿児島 20 0.1 12 滋 賀 12,773 2.3

13 三 重 14 13 鹿児島 11,613 2.1

14 静 岡 11 14 静 岡 7,345 1.3

1S 群 馬 10 15 佐 賀 7,308 1.3

16 栃 木 2
'16

愛 媛 6,bG3 1.2

17 東 京 2 17 兵 庫 6,328 1.1

18 宮 城 18 高 知 6,236 1.1

19 宮 城 6,191 1.1

1 その他 74,647 1,3.1

総 訓29,・8411}i552,1411

一～}一 一_謄 一_

しかも同じ東洋人であ り、中国人同様の性格を持ち、集団となって働 く傾向も含めほぼ同質で

あったため、日本人達にも排斥への気運が高まって くるのは目にみえていた。

鉄道労働者として最初の日本人集団をまとめて送 り込んだのは、1881年の田中忠七であったと

されるが、その後も続々と大量の労働者を供給。1897(明 治30)年 頃には、ほぼ中国人と日本

人とが入れ替わってしまったという状況で、1900年 にはすでに3,000人を超えていた。1904年 一

1907年 頃がピークで、内陸部における日本人労働者は11,600人 に達 している。それに伴いいよ

いよ日本人労働者排斥運動 も強まってくる。このため1902(明 治35)年 には日本政府による移

民の自主規制が行われ、1908(明 治41)年 には、移民に関する 「日米紳士協約」を締結し対応

している。 しかし、1924(大 正13)年 には 「排 日移民法」が制定された。

以上のように初期の事情は、我が国側の経済や社会状況、すなわち過剰労働者の押し出しが

移民への要因であった。 しかしそれと共にハ ワイでのサ トウキビ農園労働者需要の急増、さら

にアメリカ側太平洋沿岸周辺での農業 ・漁業労働者の必要性、および内陸へ向けての中国人労

働者に代わる鉄道敷設 ・保線労働者の必要性 とが連動する関係にあったことがわかる。
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初期移民を年代か ら見ると、明治20年 代には圧倒的にハワイへ。30年 代にはハワイからアメ

リカ大陸への再渡航者が多 く、40年 代になるとアメリカ大陸への移住者の方が多 くなった。

アメリカ ・カリフォルニア州の日系人労働者たちは1910(明 治43)年 一20年 代前半に全盛期

をむかえている。

0方 ノ・ワイのサ トウキビ栽培は、長期におよぶがそのピークは1930(昭 和5)年 で、それに

かかわる労働者の40%が 日系人達であった。

[皿]内 陸部での展開 ユタ州 ソル トレーク

内 陸 部 ユ タ州 進 出 へ の 大 きな 要 因 に は 、 まず 大 陸 横 断 鉄 道 が 州 北 西 部 の プ ロ モ ン ト リー

Promontoryで 、1869(明 治2)年5月10日 に連 結 され た こ とに か か わ って い る 。 た だ し丁 度 そ

の こ ろ、 岩 倉 具 視 一 行 が 欧 米 視 察 の 途 時 、 明 治5(1872)年12月26日 に この 地 を訪 れ て い る。

しか しソ ル トレー ク市 を正 式 に訪 問 した の で は な く、 豪 雪 で 列 車 が 不 通 と な り、 開通 待 ちの た

め1月14日 まで20日 間 も足 止 め され た の で あ る。 この 時 の 記 録 は残 さ れ て い るが 、 日本 人 に関

す る もの は な くまだ 定 住 者 は居 なか った よ うで あ る。 と こ ろで そ れ ま で鉄 道 工 事 に携 わ っ て き

たの は多 くの 中 国人 労働 者 で あ っ たが 、 彼 等 が排 斥 され た後 も鉄 道 の 敷 設 は 各州 ・各 地 方へ 向 か

う支 線 の工 事 が 続 き、 代 替 労 働 者 と して 同 じ東 洋 人 で この 時 期 に移 民 送 出気 運 が 高 ま っ て きだ

した 日本 人 が 投 入 され たか らで あ る。 さ らに、1906(明 治39)年4月 に サ ンフ ラ ンシ ス コ で、

大 地 震 が 発 生 、 市 街 が 壊 滅 的 状 況 と な っ た こ と。 地 震 の余 震 が 続 い た た め混 乱 を避 け る だ け で

は な く、 元 来 カ リフ ォ ル ニ アや 太 平 洋 沿 岸 に は、 日本 か らの多 くの農 漁 村 出 身 の移 民 は 身近 な

作 業 が で き、 広 大 な農 地 を有 す る カ リフ ォル ニ アへ と進 出 して い た者 の 中 か ら も、 こ の機 に鉄

道敷 設 が続 き保 安 工 事 な どの仕 事 の多 い 内 陸へ 、 そ して さ らな る新 天地 へ と 目指 す者 が増 加 し

た こ とに よる。

す で に サ ンフ ラ ンシ ス コ に あ っ た 「日本 人勧 業 社 」 に シ ュ ガ ビー ト業 者 か ら誘 地 を 受 け 、 ユ

タ州 北 部 か らア イ ダホ 州 にか け て
表2,ユ タ州における日系社会確立期の人口とその構成(人 口,センサスより)

農 業 労働 者 と して 送 られ 定 着 してGraph2.TheGrowthandDeclineofPopulationinUtahStateJapaneseand

JapaneseAmericans(U.S.Census)いた人々もあった。さらに先行 し

て鉄道関連工事に従事 していた者

の うちには、鉄道輸送が可能 と

なって発展 しだ した内陸部の石炭

・銅 ・銀 ・鉄などの鉱山開発へ、

より良い労賃に引かれてユタ ・ア

イダホ ・モンタナ州などへ と進出

してい く者 も出ていた。特にソル

トレーク市郊外で は、ビンガム

Bingham鉱 山を中心 とする銅の採

年 号 1世 2世 男 女 計 増減

1880(明 治13) 0

1890(明 治23) 4 十4

1900(明 治33) 417 0 406 11 417 十413

1910(明 治43) 2062 48 2021 89 2110 十is93

1920(大 正9) 2359 577 2174 762 293fi 十826

1930(昭 和5) 1730 1539 2056 1213 3269 十333

1940(昭 和15) 829 1381 1Zs3 947 2210 一1058
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掘 と製錬が1903(明 治36)年 からユ タカッパー会社UtahCopperCompanyの 設立によって本

格的に始 まり、大量の労働者が求められたことが大きい。すでに6年 後には日本人労働者たち

の集団キャンプが成立 し、数人のボスのもとで、約650人 が働いていた。このうちのボスの0人

が、後述する広島県出身の佐古大師郎氏で、出稼 ぎ労働者 としてハワイへ、さらにアメリカへ

と転向し、成功 した家族の例である。

鉱山開発は世界経済の動向に左右されがちで、第1次 大戦1914(大 正3)か ら18年の後には

一端下向する。その一方で 日本人労働者の中か ら余裕が出てきた者は、この地でシュガービー

トやポテ ト農業自営者へと転向する者が出だした。つまり内陸山間部のこの地には、明治の中

頃か ら末にかけて単身で鉄道関連の出稼ぎ労働者か ら身を起こし、鉱山労働者等を経てしだい

に農業従事者となり、自営移民として定着 しだす者が急速に増加 した。

その状況を人ロセンサスによるユタ州内における日系人の動勢(表2)を10年 単位でながめ

てみよう。1890(明 治23)年 にわずか4名 であったのが、1900(明 治33)年 には417名へ。 さら

に1910(明 治43)年 には2110名 に達していること、しかも男 ・女の比率を見ると男が2021名 であ

るのに対し女はわずか89名 に過ぎないことも当時の移民社会の状況を明瞭に示 している。

その結果、日本人労働者へのサービスや情報交換の場の必要性が生 じ、ソル トレーク市街中

心部の一角に日本人達の 「ゲットー」と称 されるたまり場がで きだし、そこを中心に日本人

「街」が形成されてきた。

日本人 「街」が形成 されると移民急増期 ということもあ り、さらなる集団的組織も出現 しだ

す。1901(明 治34)年 には 「ソル トレーク日本人会」が、1907(明 治40)年 には 「ユタ州日本

人会」が、さらに同年に日本語新聞 「絡機時報(ロ ッキータイムズ)」が、1912(明 治45)年 に

は 「仏教会」等が次々に設立されている。この機に日系人増加率が最大を示したのである。

急増期は過 ぎたが、1920(大 正9)年 には2936名 。1930(昭 和5)年 には3269名 へ と増加は

その後 も続いた。そして初期の出稼 ぎ者 としてこの地 まで進出してきた若い男性の単身者達に

よる社会か ら、人生の伴侶(妻)を 求めて0時 帰国したり、写真結婚や手紙結婚で花嫁 を盛ん

に求めようとする時期がやってきた。後述する事例家族のうちの石野佐久子 さんが、同郷出身

の長澤金蔵氏からの求めに応 じて写真結婚されたのも1932(昭 和7)年 であった。このため1930

年代のセンサスの結果 も、男・2056名に対 し、女・1213名と増加 していることを示す。そのよう

な状況の元、この期の終わり頃には1世人口に対 して2世 の子供達が急増 し、ついに両者の数が

逆転 したのが大きな特徴であった。そ して移民達 も自営を目指 し、家族労働の可能な農業経営

者や商店経営者への転向が多 く、安定 した生活基盤作 りを目標 とするようになった。

この期に日本人 「街」もゲットー的スター トから名実共に充実 した 「日本人街」へ と成長し、

年中行事も七夕・お盆・正月等、日本同様に行われていた。 しか し、好況時は長 くは続かず、こ

の頃を境に社会状勢が不安定化しだす。1920(大 正10)年 になると経済は不況期に入る。その

うえ1924(大 正14)年 には 「排 日移民法」が制定されるし、1927(昭 和2)年 には大恐慌が到

来した。これらの影響はてきめんに日本人社会にも反映し、これまで増加 し続けた日系人の人口

は、1930(昭 和5)年 から1940年 にかけての10年 間に一挙に3分 の1が 減 じ、2210名 となって
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しまった。

さらに第2次 大戦により、敵対国となってしまったダメージは極めて大 きかった。太平洋に

臨むワシントン・オレゴン・カリフォルニア ・アリゾナ4州(図1)に 居住する日系人は各地

に急造 された収容所へ と連行 された。 しかし、それ以外の内陸州の日系人は監視 されつつも収

容 されることはなく、ほぼそれまで同様の生活ができた。ユタ州にもソル トレークより南西部

240kmの セヴィアSevier砂 漠中に トパースTopaz収 容所が出現、1942-46年 にかけて8130名 の日

系人たちが送 り込まれてきた。この地の特徴はソル トレーク市や周辺地域在住の日系人と共に、

モルモンの人々やモルモン教会の支援が大きかったという。収容された以外にも親戚や知人を

頼ってのがれてきた人達が多 くいた。

同様に戦後も、収容されていた人々のうち、一時この地に住みつ く人達が多かったため、戦

中 ・戦後を通じてユタ州の場合は人口統計では不明瞭な、または統計には表れない日系人達が

急増した。 しか し、それも1950年 代に入る頃から落ち着いてくる。一方その頃から日系人達は、

すでに1世 から2世 中心の社会へと移行しつつあった。そこへ1960年 代に入ってソルトレーク

市では都心部の再開発事業計画がもちあがった。その中に 「日本人街」のほぼ全域が位置 して

いた(写 真B-3)た めに、一時大混乱を招 くことになった。 しか し、都市の発展には逆 らえ

ず、この計画は実施されることにな り、「日本人街」が位置 していた部分には巨大なスポーッ

センターであるソル トパレスSaltPalaceが 建設された。このため、「日本人街」の住民や営業 し

ていた店は移転を余儀なくされたが、移転先で元と同業の店を営むことがで きた者はわずかで

あった。それは、日系の店がバラバラに移転 しては客を集め られないことにもよるが、最 も大

きい要因は、2世 、3世 達が高学歴を有 して成長 してお り、親の店や職業を継がない者が多 く

なってしまっていたことによる。すでに日本人街自体が老人経営の街で、老人達のたまり場的

状況になりつつあったことが大 きかったという。この 「日本人街」の消滅を機に日系人社会 自

体が解体に向かいだした。着物姿で賑わったお盆祭 りもこの時以来無 くなったし、その他の行

事 も絶えていった。さらに1907(明 治40)年 以来発行されてきた日本語新聞 「絡機時報(ロ ッ

キータイムズ)」 は、その後 「ユタ日報」へと引き継がれ戦時中も監視を受けながらも発行(写

真C-1)さ れてきたが、1991(平 成3)年 に老経営者の寺沢国子さんが95才 で亡 くなられた

のを機に閉じられ、唯一の日系文化情報誌 も廃刊 ・消滅 してしまった。

[N]広 島県双三郡出身 佐古大師郎家の例

佐古大師郎氏は、広島県北部中国山地に位置する山間盆地三次市の東15km,双 三郡萩原村(現 ・

三良坂町)棄 原(ナ ツメバラ)出 身。父 ・忠兵衛、母 ・タマの3男4女 の長男として明治11

(1878)年2月5日 生。山間地の農家で育ったが、当時この地方からも出稼 ぎ者が出だ してお

り、大師郎氏は明治32(1899)年21才 で単身ハワイのサ トウキビ栽培農園へ と出国した。その

うちに、サ トウキビ労働者をまとめる請負業者 となったが思ったような稼 ぎを得 られず一時帰

国する。 しかし、家族の不満 もあり、再度明治39(1906)年 に渡航。今度は成功せねば帰国し
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ないと覚悟をし、ハワイではなくアメリカ大陸へと向かってカリフォルニアへ上陸。ところが

運悪く、直後の4月 にサンフランシスコの街が壊滅するほどの大地震に見舞われた結果、混乱

をさけて7ヶ 月を過ごしたカリフォルニアを後に、内陸部での鉄道労働者となる。その間、ネ

バダ州のカーリンCarlin辺 りでは、工事中に熊が出没するという危険な状況であったという。

しばらく働いた後、ユ タ州にたどり着 き、ビンガムBimgham銅 鉱山(1903年 創業)の ユ タ

カッパー会社UtahCopperCompanyで 働 く。ここでは多 くのギリシャ人 ・イタリア人 ・ユーゴ

スラビア人達か らなる後発のヨーロッパ移民が集団(キ ャンプ)を 組み働いてお り、彼等にま

じってすでに日本人が働いていた。そこで、ハワイのサ トウキビ栽培へ従事時労働者達の請負

業をしていた経験を生か した。その結果1907(明 治40)年 の9月 には、ユ タカッパー会社へ労

働者 を送 り込む 日本人アーサ ァキャンプArthurCampの ボス(主 任)と なる。さらに、1910

(明治43)年 には新たに、マグナキャンプMagnaCampも 設置 し、その主任に日本から弟の京

一氏を呼び寄せているほどの大成功を納めた。1912(明 治45一 大正元)年 には成功者 として、

さらに高代さんと結婚のため一時帰国。この時のパスポー ト(明 治45年4月11日 発行)が 残さ

れている。日本人キャンプの経営も順調で、異国の地にあ りながら、日本の年中行事に合わせ

てお盆や正月、さらに天長節には餅つき大会等を開催して祝っていた写真(D-4)も 残され

ている。

1923(大 正12)年 に長女桃枝誕生。1926(大 正15一 昭和元)年 長男の明(Joe)が 誕生する。

さらに1929年 に次男晴美、1933年 に次女睦子が誕生。2男2女 の6人 家族となる。 ところが1927

(昭和2)年 頃から不況となり、次第にアメリカ全体が大恐慌へと突入してしまう。その影響

を受け、徐々に縮小 していたキャンプも1932(昭 和7)年 に閉じることになった。

その後 も大師郎氏は、ユ タカッパー本社で、仕事 をさせてもらい老後も銅山とのかかわ りを

大切にされ、会社からは感謝状をもらわれている。余生は銅山を眺められるソル トレーク市西

方で次女睦子 さん達 と同居 し、1963(昭 和38)年 に86才 で死亡、この地に永眠されている。

ところで筆者の留学以来家族同様に親 しくさせてもらっている一家族のうち長男の明氏は、

第2次 大戦末の1945年 に地元のハイスクールを卒業。兵隊検査 を受け入隊。ミネソタ州で日本

人2世 部隊 として訓練を受け終戦直後の8月 に終え、GHQ(連 合国総司令部)所 属として横

浜へ上陸。敗戦後の復興作業にかかわることになる。 この間には、親戚を訪ねて出身地の広島

県周辺や郷里 も訪ねる。

除隊後は、カリフォルニア大学で医学を学び、 レントゲン技師となり、大学病院に1952年 か

ら1973年 まで21年 間勤務す る。その後 もサ ンタローザSantarosaの メモリアル病院Memorial

Hospitalに1993年 まで勤務。現在は、サンフランシスコのゴールデンゲイト近 くの閑静な住宅

地で奥さんと余生を楽 しんですごしてお られる。長女の桃枝 さんも現在はサンフランシスコ在

住。次女睦子さんは、ソル トレーク市に在住、詳細は次の事例家族の項に記す。次男の晴美さ

んは、政府の原子力関係の仕事に携わり退職、現在はアイダホ州に在住。

広島県の山村か らハワイへの出稼 ぎ者 としてスター トし、USAで 鉄道労働者とな り、さら

に内陸部のビンガム鉱山で日本人キャンプを興 して成功。キャンプを閉じた後はその地で余生
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をすごし永眠されている。大師郎氏夫妻の4人 の子供達、すなわち2世 全員がUSAに 在住、

さらにそれぞれが3世 の子供 と4世 の孫を持たれUSA社 会に完全に溶け込んでおられる日本

からの移民 としての成功者の好例である。

[V]静 岡県三保市出身 石野家 ・長澤家の例

富士山を借景に持つ三保の雄大な砂浜海岸 と松並木は、日本三景にあげられるほどすばらし

い景勝地である。だが、三保村民にとって、砂浜地での半農半漁の生活は豊かではなかった。

そのせいもあったのか三保村からは、明治時代 日本からハワイやアメリカ大陸への出稼ぎや移

民がはじまる初期から多 くの出国者 を出してきた。その契機 となったのは、記録では明治18

(1885)年 ハワイへの官約移民の第1回 渡航年に、この村からも川口源吉が向かったことによ

る。彼が明治32(1892)年 に0時 帰国し、多 くの村民をつの り、33名 を連れてアメリカ大陸へ

と渡っている。この年に本論で記す家族のうち石野久太郎(明 治8年 生)氏 も渡航している。

石野は、明治32(1892)年 に24才 で、まずワシントン州のタコマTacomaに 上陸し、鉄道労

働につ く。その後明治39(1906)年 のサンフランシスコ大地震に遭遇、この時白人の家にボー

イとして住み込み医学を勉強中で、この家の少年を助けたという。その後オークランドの病院

で助手をし、さらにネバダ州のカーソンシティCarsonCityの 病院で働 く。大正2年 に0時 帰

国 し、うらさんと結婚、再渡航。しばらくネバダ州のスパークスSparksで 養鶏業を営む。大正

5(1916)年 、長女佐久子さん誕生。その後妹も誕生。大正7(1918)年 子育てと教育のため

母と3人 で郷里の三保へ帰国。久太郎は大正11(1922)年 叔父を頼ってユタ州のセラキュース

Syracuceへ 、さらにレイ トンLaytonで ポテ ト・シュガービー ト農業に就く。

長澤家の兄 ・寅吉(明 治13年 三保で生)氏 は、1906年 サ ンフランシスコ大地震の年、26才 で

カナダへと渡航。1年 半後にはUSAへ 向かいオクラホマ州 ・コロラ ド州で3年 半をすごし、

1911(明 治44)年 にユタ州へ、1915年 からはLaytonで ポテ ト・シュガービー トを耕作。弟の金

蔵(明 治34年 生)氏 も、1919(大 正8)年 に19才で渡航。兄の元へ行きしばらく同居の後独立。

1930年 か らペイソンPeysonで セロリーを栽培成功、ナガサワセロリーの名で出荷する。

このころの三保村では、村をあげて出稼ぎ者や移民を出すのが慣習化 してお り542世帯か ら

453名 が外地に出ており、全世帯の75%に 達する状況であった。

Laytonの 同郷出身で前記石野氏と長澤氏の間で話が進められたようで、金蔵氏(32才)の 元

へ石野氏の長女で教育のため郷里へ帰国 していた佐久子さんも東京へ出て大妻女子高を卒業 し

たので呼び寄せ、18才 の年の1932年 写真結婚(本 人の話)で 再渡航してくる。翌1933(昭 和8)

年には、筆者が留学以来親戚同様に親 しくしてもらってきた長男巖(Ray)氏 が誕生。金蔵氏

は農閑期の冬場になると 「日本人街」の魚屋サ ンライズで手伝い的に働いていたが、1933年 に

サ ンライズを買い取 り、 日本人街での商店経営者となる。奥さんも店の一角に自分で饅頭など

和菓子を作って古里の名を冠した食料品店 「三保屋」 を出す。その後子供達も4男2女 となり、

この地では典型的な家族労働の もとに子供の教育を行なう。第2次 大戦中も営業できたので、
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ソル トレーク市南西方のセヴィア砂漠中に出現 した トパーズ収容所への慰問を続けた。1954年

には長男の長澤巌氏 と前記した佐古大師郎氏の次女睦子さんが結婚する。

1965年 ソル トレーク市の都市再開発に伴って 「日本人街」域は解消。この時長澤家の店は市

の南郊へ移転 し、食料品店も兼ねる 「サンライズレス トラン」へと拡大する。さらに巖氏は不

動産サーヴィス業ProfessionalRealEstate,lncを 兼職される。その後、レス トランは1世2世 そ

して子供達3世 も手伝いながら28年間営業される。この間に育った子供達はそれぞれ大学を卒

業し専門職につき、USA諸 州で働 き後を継 ぐ者が無 く、1993年8月 に閉店された。1世 の父と

2世 の母の長男であった2.5世の巖氏 も2000年 に亡 くなられた。その長男で芸術家のCraigに は

すでに4.5世に当る孫が育っている状況である。注14)の 編集者TedNagata氏 の夫人は巖氏の

妹である。夫妻の活躍については注23)に 記されている。

[V[]さ いごに

我が国からの出稼 ぎ者や移民達が、アメリカ大陸へ、 しかも内陸部に明治末期に形成した

「日本人街」に注目した。さらにその形成に至る背景や形成過程と盛衰、そ して解体に至る状

況と現状 を、ユタ大学や現地図書館等で得た資料によってたどった。

さらに、初期移民につながる2家 族がたどられてきた系譜を通 して具体的な実体験か ら検証

してみた。

現状は初期移民からすでに100年 を超え、3世 ～4世 の世代に入 り、 日系人 ・日系社会として

の集団の歴史を閉じ、現在は広 く国内各地へと分散してお り、USA社 会へと人 も生活 も文化

も急速に同化し終えつつある。

この点、新 しい企業の進出や常時日本からの観光客の多いロサ ンゼルスやサ ンフランシスコ

などと内陸の都市とでは相違の開きが大きくなってきていることがわかった。

尚、戦後移民とは異なった型で、新たに出現した交流として1983(昭 和58)年 にソル トレー

ク市と長野県松本市との姉妹都市提携がある。松本市が選定された理由には、代表的な日系人

の中に長野県出身者がおられたこと、自然的背景も内陸の山間地に位置する都市 という共通点

をもつということである。市の最大のイベントであるフェスティバル パイオニアデイのパレー

ドには、この都市の市民構成や姉妹都市にかかわる各国の集団行列の中に、松本からの輿をか

つ ぐハッピ姿の人々も登場する。さらに、1991(平 成3)年 に、女性経営者の寺沢国子さんの

もとで95才 の死亡年まで発刊 されてきた 「ユタ日報」の全刊号が、松本市中央図書館へ寄贈さ

れた。それをもとに図書館を中心に 「ユタ日報研究会」を発足、年報 もすでに9号 まで発刊さ

れている。

2002年2月 にはソルトレーク市を中心に第21回 冬季オリンピックが開催された。このため久

しぶ りに日本から多 くの選手と応援団をむかえ、近隣地区に居住する2世3世 達 も対応にかけ

つけ、遠い母国となりつつある日本との交流に湧いたという。 しかし今後は、このような多 く

の日本人が内陸のこの地まで訪れる機会は無いだろう。
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今回行ったようなUSA内 陸部で、 しかも特有な環境の元に生じた 「日本人街」の盛衰を資

料 と生活者達の体験を通 して具体的にたどった報告は少ないようである。この報告が移民研究

の0助 となれば幸いである。
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池田USA内 陸部における日系人社会の成立と解体および現状

Development,DismantlingandPresentConditions

inJapanese-AmericanSociety:ACasein

SaltLakeCity,UtahU.S.A.

by:HiroshiIkeda,Professor

Dept.ofGeography

NaraUniversity,Japan

WhenJapancameoutofitsself-imposedisolationinthemid-19thcentury,thebeginningof

thesocalled"MeijiEra",itmovedrapidlytomodernizeitselfthroughvariouscontactswith

Westerncultureandmaterialthingsthroughtradeinthenation'spoliticalcenterswhich

wereitslargestcitieswithmajorports.Atthesametime,manyyoungpeoplefromlocalfarm

andfishingvillagesweresenttothemoredevelopedcountriestomakemoney(withthe

sweatoftheirbrows).

Inthefirstperiod,manyweresenttoHawaiitoworkonsugar-caneplantations.Astime

passed,thenumberthatwenttotheAmericanPacificWestCoasttoworkasfarmersand

fishermenincreased,especiallyin1898whenHawaiiacquiredStatehood.Someofthe

immigrantswentontothemoreinlandareasofthecontinentalUnitedStates.

Bytheearly20thcentury,Japaneseimmigrantsstartedgatheringintocommunities

(ghettoes),publishedJapanese-languagenewspapers,builtBuddhisttemples,andestablished
"J
apantowns".OneofthosedevelopedinthehomeoftheMormonChurch,SaltLakeCity,

UtahneartheState'smanycopper,silverandcoalmines.

SaltLake'sJapantownwasestablishedattheendoftke1890's;by1910hadapopulationof

2110,thatby1930hadgrownto3269.Itlaterunderwentmanychanges,butwiththe

expansionofSaltLakeCityafterWorldWarII,in1965itwasdismantled.Thisresultedinloss

ofthecoreoftheJapanesecommunitythereanddispersionofmanyofitspeoplethroughout

thenation.However,itisstillpossibletofindsomeoftheirdescendentsinthecitytoday.

Inthispaper,IwillbrieflytracethelonghistoryofthisparticularinlandJapantownfromits

beginningtoitsendbasedoninformationIfoundattheUtahUniversitylibraryandon-site.I

willdothisbyfollowingthehistoryoftwoimmigrantfamiliesthathadtheiroriginsinJapan,

oneinHiroshimaPrefectureandtheotherinShizuokaPrefecture.Theyarenow3rdand4th

generation.Japanese-AmericanswhoneitherspeakJapanesenoreatJapanesefoodandhave

now(virtually)becomefull-fledgesmembersofAmericansociety.

DaishiroSakowasborninHiroshimaPrefecturein1877andimmigratedtoHawaiiin1899

toworkonasugarcaneplantationthere.Hewasunsuccessfulinhisfirsttripandreturnedto
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Japan,butin1906hereturnedtotheU.S.,thistimetoSanFranciscowhereheexperienced

thegreatSanFranciscoearthquakeof1906.Heescapedtheconfusionmovinginlandtowork

atasteelfactory.Afterthat,hearrivedinSaltLakeCityandworkedinthelargeBingham

CopperMine.Withhisinnateleadershipabilities,hewasabletoorganizetheotherJapanese

mineworkersintoa"Japan-camp"ofwhichhewasleader.Around1910whenworkwasgoing

well,theysuccessfullybuiltanewJapan-campneartheoldone.Inthemeantime,Daishirohad

marriedandfatheredtwosonsandtwodaughters.Inthe1920's,theAmericaneconomy

startedtodeteriorateintotheGreatDepressionof1929.ThishadagreatimpactonhisJapan-

camp.OfalltheJapaneseworkers,hewastheonlyoneabletostaywiththecompany,

workinghardandevenwinninganawardforhiseffort.HelivedinthewesternpartofSalt

LakeCity,insightofthecoopermine,movinginwithhisdaughterMutsuko.In1963,he

passedawayattheageof86.

Daishiro'sfourchildrengrewupandbecameindependent.Akira,hisoldestson,graduated

fromhighschoolin1945andjoinedthearmy.ImmediatelyafterthePacificWarended,he

wassenttoJapanaspartoftheGHQtoworkinthereconstructionofhisparentshome

country,visitingHiroshima,thesiteofthefirstatomicbombing.AfterhelefttheArmy,he

wenttoU.C.Berkeleywherehestudiedatthemedicalschool,becominganx-raytechnician

andworkingattheU.C.BerkeleyMedicalSchoolHospitalfrom1952-1973.Afterthat,he

workedattheSantaRosaMemorialHospitaluntilheretiredin1993.HenowlivesinSan

Franciscowithhiswife,enjoyinghisgoldenyears.

KyutaroIshinowasborninShizuokaPrefecturein1874andimmigratedtoTacoma,

Washington,nearSeattlein1900.In1906,whileworkingasaservantforafamilyinSan

Franciscoandstudyingmedicinethere,hetooexperiencedthegreatSanFrancisco

earthquake.Hewonpraiseforhelpingtosavechildrenduringthatcatastrophy.Afterthat,he

movedtoCarsonCitywhereheworkedinaclinic,butheleftandmovedtoSparkswherehe

wentintothebusinessofraisingchickens.In1913,hemarried,andin1916theireldest

daughterSakukowasborn,followedsoonafterbyanotherdaughter.Inordertoraiseand

educatethem,hiswifetookthembacktoJapanleavingKyutarobehind.HemovedtoLeyton,

Utahlivingwithanuncleandbecomingapotatoandsugar-beetfarmerthere.

TorakichiNagasawa,borninthesametowninShizuokaasKyutaroIshino,immigratedto

theU.S.in1906.HeworkedasafarmerinOklahomaandColoradountil1911whenhetoo

movedtoLeyton,Utahworkingasapotatoandsugar-beetfarmerandsettlingdownthere.

HisbrotherKinzojoinedhimtherehelpinghimonthefarm.KinzocalledSakukoIshino(his

fiancewhomhehadnotyetmetbutknowofthroughLettersandphotographs),whohadby

thencompletedhereducationinJapan,tojoinhiminLeyton,andtheymarriedtherein1933.
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Aroundthattime,farmingwasnotsogood,soKinzostartedworkingpart-timeatthe

SunriseFishStoreinJapantown.Heeventuallyboughtthatstoreandbecameitsproprietor.

HiseldestsonIwaowasbornsoonafter,followedbythreemoresonsandtwodaughters

makingafamilyofeightinall.SakukomadeJapanesemanjucakesandsoldthematthestore.

In1954,IwaomarriedMutsuko,theseconddaughterofDaishiroSako,thustyingtheSako

andIshino-NagasawafamiliestogetherandtheyallrantheSunriseFishStoreandMihoya

FoodStoreasafamilyenterpriseinJapantown.

In1965,almostallofJapantownfounditselfinapartofSaltLakeCitydesignatedforurban

redevelopment,anditwassubsequentlytorndown.Withthecompensationmoneythe

Nagasawa'sreceivedfortheirproperty,theyopenedanenlargedSunriseRestaurantand

FishStoreinanewlocationandranittherefor28years.Duringthattime,their3rd

generationJapanese-Americanchildrenwereborn,hadallgrowntoadulthood,goneto

collegeandmovedaway.Withnobodyinthefamilylefttotakeoverthebusiness,the

RestaurantandFishStorewasclosedinAugustof1993.AlloftheNagasawachildrenhave

marriednon-JapanesematesthusspeedinguptheirtotalabsorptionintoAmericanSociety.

Theediterof「JapaneseAmericansInUtah(1996)JACentennialCommittee.」isTedNagata's

wifewhoisthesisterofIwaoNagasawa.

Intheabove,Ihavetriedtobrieflytracethelast100yearsoftwoJapanese-American

familiesfromtheiroriginsinHiroshimaandShizuokaPrefecturesinthelasthalfofthe19th

centurytotheirimmigrationtotheUnitedStates,marriages,childrenandtheinter-marriages

oftheirchildrenmakingthetwofamiliesrelativesin-law.Theirfamiliesarenowintheir3rd

and4thgenerationsintheUnitedStates,andallofthemarenowrapidlybeingabsorbedinto

Americansociety.Thisbringsyouup-to-dateonthepresentconditionofthosetwofamilies .

Ihaveno(kinship)relationshiptothosefamilies,but20yearsago,Ispentayearbasedat

UtahStateUniversitytodofield.workontheRockyMountainRangeaspartofmyprofession

innaturalgeographyandgeomorphology.Ihavegonebacktothatareaalmosteveryyear .

Duringthosesojourns,IhavetakeninterestintheJapanese-Americanslivingthere,their

historicalrelationshiptothatMormoncityandhowitisreflectedinthegeographyofthat

region,allasub-interestofmyprofessionasageographer.Ihopethatthisreportmight

contributesomethingtothehumangeographicalfieldofimmigrationstudies.
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Promontryの 記念施設。

①北側上空か らながめたグレー

トロッキー西方のワサ ッチ山

地 とグレー トベースン。左 下

部がソル トレークシテ ィの ダ
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B.「 日本 人 街 」 の 時 代JapaneseTowninHistory

①1907(明 治40)年 発刊の日系噺 聞 「徽cl

(ロ ッキ ー)時 報 社 」。

　

② 日本人街 の商店街

(解体 直前 の1950～60年 頃)。

③都市再開発指定地 区に位置 していたため解

体 された 「日本人街」 のあった(白 抜 き)

部分。左 側の周辺がモルモ ン教本山。

建物 の位置 と業種 ・所有者の変遷 は、英文

中の図JapaneseTownに 示す。
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総 合 研 究 所 所 報
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D.広 島県 出身の佐古家 SakoFamily,NativesofHiroshimaPrefecture

_ジ ∵f　 嘗阪 ① 巨 大 な ビ ンガ ム 鉱 山 の 現状 。
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渡航時のパスポー ト(20cm×26cm)。

職業は、再 び人夫請負業 と記 されてい

る。

③ 結婚当時の佐古大師郎 とG代 夫妻。

④ ビンガム鉱 山開発初期に佐古大師郎氏

が経営 していた 日本人キャンプに、天

長節の祝賀へ正装 して集 ってきた労働
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池田USA内 陸部における日系人社会の成立と解体および現状

E.静 岡 県 出身 の 長 澤 家NagasawaFamily,NativesofShizuokaPrefecture

① 「日本 人 街」 中 央 部 に位 置 して

い た 店 。FishGroceriesの カ ン

バ ンが 見 え る。

② 当時 の広告。

③都市計 画に より南郊へ移転 した

後 の広告。全 て英語 となる。

④多角 的に兼業 されていた ことを

示す カー ド ・名刺。

⑤経営者 も2.5世の巖 ・2世 の睦子

夫妻の代 と変 わった。
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